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気象レーダーの設置状況（X帯）
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X帯気象レーダーの分布図

局数 ： 約60局
■：国⼟交通省 約40局
■：⾃治体、研究機関 等 約20局

局数 ： 約100局
○：気象会社、メーカー、

研究機関 等
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9.4GHz帯
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9.4GHz帯

0

20

40

60

80

気象会社 メーカー、研究機関等

70局

30局

○ 観測⽬的
・ ⺠間気象会社による気象予報業務
・ ⾃治体独⾃の導⼊に向けた効果の検証等に利⽤

○ 主な観測対象
・ 局所的な⾬雲の状態

○ 特徴
・ ⽐較的⼩型で可搬運⽤が可能
・ 船舶レーダーや航空機気象レーダーの技術を応⽤

○ 周波数共⽤システム例
・ 船舶レーダー
・ 航空機⽤気象レーダー
・ 放送受信設備（BS）

提供：古野電気株式会社

項⽬（単位） 運⽤値

パルス幅（μs） 短パルス：0.1〜50 、 ⻑パルス：〜 128
繰り返し周波数（Hz） 〜 20,000
観測レンジ（km） 30 〜 80
距離分解能（m） 50 〜 150
送信⽅法 短パルス、オフセット、時間交互
空中線仰⾓（度） -2 〜 180
空中線回転⾓度（度） 0 〜 360
空中線回転速度（rpm） 0.5 〜 48
ビーム幅（度） 1 〜 6
１回の観測時間（秒） 10 〜 120

⾃動⾞に搭載された
⼩型レーダー

9.4GHz帯の周波数割り当て状況

局数設備イメージ

設備の諸元

概要

9390 94109320 93509340 94709370 943093809300 9310 9330 9360 9400 9420 9440 9450 9460 9480 9490 9500周波数
(MHz)

航空機レーダー

船舶レーダー

救助用レーダートランスポンダ

レーダービーコン・レーマークビーコン

航空機レーダー

気象レーダー

国際分配（第3地域） 無線航行、無線標定、地球探査衛星（能動）、宇宙研究（能動）

国内分配 海上無線航行、航空無線航行、無線標定

約100局

※ 局数は概数である。

（全て実験試験局である。）
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9775

○ 観測⽬的
・ 国⼟交通省、⾃治体による防災業務等に利⽤

○ 主な観測対象
・ 局所的な⾬雲の状態の観測

○ 特徴
・ 5GHz帯レーダーと⽐較して、リアルタイム性が⾼い

○ 周波数共⽤システム例
・ 沿岸監視レーダー
・ 放送受信設備（CS）

提供：国土交通省
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国土交通省 自治体 研究機関等

40局

10局10局

項⽬（単位） 運⽤値
パルス幅（μs） 短パルス：0.2 〜 1.2 、 ⻑パルス：28 〜 48
繰り返し周波数（Hz） 〜 2500
観測レンジ（km） 20 〜 80
距離分解能（m） 30 〜 150
送信⽅法 短パルス、オフセット、時間交互
空中線仰⾓（度） -2 〜 180
空中線回転⾓度（度） 0 〜 360
空中線回転速度（rpm） 1 〜 6
ビーム幅（度） 1 〜 2
１回の観測時間（秒） 10 〜 210

レドーム内の
パラボラアンテナ

局数設備イメージ

設備の諸元

97959700 9705 9710 9715 9720 9725 9730 9735周波数
(MHz)

9740 9745 9750 9755 9760 9765 9770 9780 9785 9790 9800

波高計

9805 9810

沿岸監視レーダー

気象レーダー

9.7GHz帯の周波数割り当て状況

国際分配（第3地域） 無線標定、無線航行、宇宙研究（能動）、地球探査衛星（能動）

無線標定、固定、
地球探査衛星（能
動）、
宇宙研究（能動）

国内分配 無線標定、地球探査衛星（能動）、宇宙研究（能動）
固定、無線標定

概要
約60局

※ 局数は概数である。

9.7GHz帯 3



○ 気象予報等を主⽬的として広範囲を観測するC帯の気象レーダーは、地球の湾曲や地形条件に
より地表付近の局所的な観測を⼗分に⾏えない場合がある

○ X帯の気象レーダーは、局所的に複数台を設置し、より⾼精度・⾼頻度に観測可能

「United States Patent No.8,928,521 B2 Chandrasekaran Venkatachalam」を基に総務省が作成

C帯の

気象レーダー

X帯の

気象レーダー

約４km

C帯の気象レーダー
の観測範囲

X帯の気象レーダー
の観測範囲

気象レーダーの観測範囲と地形条件等 4


